
令和４年度 

島田平和祈念事業高校生委員企画制作 

島田空襲を学ぶ「平和クイズ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度島田市平和祈念事業高校生委員では、 

市民を始め若い世代へ向けて、戦争の記憶と平和の尊さを語り継ぐため企

画「平和クイズ」を制作しました。 

私達が住むこの島田市においても「島田空襲」という被害があり、語り継がね

ばならない戦争の記憶があります。 

この平和クイズを通して「島田空襲」を知っていただき、戦争はいけないこと

であり、平和の大切さを感じていただければと思います。 

ぜひこの「平和クイズ」に挑戦してみてください。 

令和４年度島田市平和祈念事業高校生委員一同 





【島田空襲って何だろう？】 

太平洋戦争は 1９４１年１２月７日に始まり、１９４４年６月にはアメリカ軍のＢ‐２９爆撃機による日本

本土に対する爆撃が開始されました。 

１９４５年７月２６日、島田町（現島田市）上空（現在の扇町公園付近）に爆弾が落とされ、 

犠牲者 47 名、負傷者 150 名余りという多くの人が犠牲になりました。爆心地は直径約１０ｍ、 

深さ約３０㎝、被害範囲は周辺１㎞以上であり、爆風によって多くの家が吹き飛ばされました。 

これが島田空襲です。 

 

 

 

 

 

 

 島田に落とされたパンプキン爆弾のレプリカ▶ 

 

この島田空襲で落とされた爆弾は、長崎市に落とされた原子爆弾（ファットマン）の模擬爆弾であり、

サイズも重量もほぼ同じでものでした。 

そしてこの爆弾は、通称パンプキン爆弾と呼ばれています。 

パンプキン爆弾は島田市に落とされましたが、実はアメリカ軍は当初、富山県内の工場を第一目標

投下地としていました。しかし、天候不良により爆弾を落とすことが難しかったため、第二目標にな

っていた島田へ模擬爆弾を落としたのです。 

 

 

【平和を語り継ぐための現在の活動】 

戦争の記憶と平和の尊さを語り継ぐため、毎年７月２６日に扇町公園にて「島田空襲慰霊のつどい」、

８月１５日には「島田市平和祈念式典」を行っています。 

つどいでは、島田第二小学校の児童により「平和への誓い」を述べていただいています。 

式典では、黙とう・献花・平和都市宣言の朗読などを行っています。 

 

また、島田市では、すべての市民が安らかで穏やかな生活を営み、心の底から幸福を実感する真の

平和都市の実現に向け、平成 26 年に島田市平和都市宣言を制定しました。（裏面にあります） 

 

    ▼島田空襲被爆者慰霊のつどい          ▼平和祈念式典 

 

 

 

 

距離・長さのイメージ 

１０ｍ＝電柱 1 本分の長さ 

１ｋｍ＝島田市役所から島田球場までの距離 
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(平成26年７月３日議決)


